
ゆうすい議会だより

第２回臨時会　６月定例会

平成30年8月1日発行   第55号

主な内容
臨時会・定例会・・・P２
議決事項・・・・・・P３
一般質問・・・・・・P４～
硫黄山噴火対応・・・P１０～
地域だより・・・・・P１２

『まつやま　ほたる舞う里』
　下川西地区公民館主催のイベントで
今年も多くの来場者で賑わいました
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総額69億6325万6千円に

一般会計補正予算
9862万7千円を追加

第2回 臨時会・第2回 定例会

　第２回臨時会を５月１８日に開催し，承認３件，教育委員会委員の任命に伴う同意１件，補正予
算等の議案２件が提案され，それぞれ承認，同意及び原案可決しました。
　第２回定例会は６月１１日から６月２８日までの１８日間の会期で開催しました。報告１件，町
子ども医療費助成条例の一部を改正する条例の制定や補正予算等の議案５件と，追加で副町長の選
任に伴う同意，町長等の給与の特例に関する条例の制定及び補正予算等の議案３件が提案され，そ
れぞれ同意及び原案可決しました。定例会における主な補正予算については下記のとおりです。ま
た，霧島山噴火に伴う被害対策に関する意見書案についての発議を原案のとおり可決し，教職員定
数改善等に係る意見書採択の要請についての陳情を採択し，それに伴う意見書を原案のとおり可決
しました。
　一般質問では，議員５名が９項目について質問しました。

県が事業主体で行う「魅力あ
る観光地づくり事業」に伴う，
栗野岳八幡大地獄周辺整備に
係る用地購入費

4644万円

鹿児島黒牛の PR として，学
校給食や各イベントでのふる
まい等を行うための食材購入
費のほか，地域おこしコンテ
ストの開催に要する経費

163万円 556万円
硫黄山噴火に伴う河川等の水
質検査及び農地の土壌診断並
びに代替水源等の基礎調査を
行うための業務委託料

栗野岳周辺
整備事業用地
購入費

観光費 硫黄山関連
災害対策費
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こんなことが決まりました
議　　案 提案理由等 結果

第　

２　

回　

臨　

時　

会

承認
第1号

専決処分の承認を求めることについて
（湧水町税条例等の一部を改正する条
例の制定について）

湧水町税条例等の一部を改正する条例の制定について，地方自治法第
１７９条第１項の規定により，専決処分したので，同条第３項に基づき
これを報告し，承認を求めるもの

承認

承認
第2号

専決処分の承認を求めることについて
（湧水町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について）

湧水町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について，地方
自治法第１７９条第１項の規定により，専決処分したので，同条第３項
に基づき，これを報告し，承認を求めるもの

承認

承認
第3号

専決処分の承認を求めることについて
（平成３０年度湧水町一般会計補正予
算（専決第１号））

地方自治法第１７９条第１項の規定により　専決処分したので，同条第
３項の規定に基づき，これを報告し，承認を求めるもの（歳入歳出予算の
総額に，歳入歳出それぞれ５, ６１７千円を追加し，歳入歳出予算の総額
を歳入歳出それぞれ６, ８７0, ２４６千円とするもの）

承認

同意
1号 教育委員会委員の任命について 教育委員会の委員の任期満了に伴い，湧水町田尾原 西　博信氏を新たに

教育委員会委員に任命したいため，議会の同意を求めるもの 同意

議案
第29号

公用車事故に係る和解の成立及び損害
賠償の額を定めることについて

公用車運転中の事故に関し，和解を成立させ，損害賠償の額を定めるこ
とについて地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定に
より，議会の議決を求めるもの

原案
可決

議案
第30号

平成３０年度湧水町一般会計補正予算
（第１号）

歳入歳出予算の総額に，歳入歳出それぞれ６９千円を追加し，歳入歳出
予算の総額を歳入歳出それぞれ６, ８７0, ３１５千円とするもの

原案
可決

　

第　
　

２　
　

回　
　

定　
　

例　
　

会

報告
第1号

平成２９年度湧水町一般会計予算繰越
明許費繰越計算書について

平成29年度湧水町一般会計予算を平成30年度に繰り越したので，地方
自治法施行令第146条第2項の規定により，報告するもの（繰越した事業
…５事業　繰越額４0, ５９４千円）

−

議案
第31号

湧水町過疎地域自立促進計画の変更に
ついて

平成27年度に策定した平成28年度から平成32年度までの過疎地域自立
促進計画の一部を変更したいため，議会の議決を求めるもの

原案
可決

議案
第32号

湧水町子ども医療費助成条例の一部を
改正する条例の制定について

県乳幼児医療費助成事業補助金交付要綱の一部改正により，平成30年
10月1日から，住民税非課税世帯の未就学児を対象に，医療機関等の窓口
における自己負担の支払いをなくすこととされたため，所要の改正をし
ようとするもの

原案
可決

議案
第33号

平成３０年度湧水町一般会計補正予算
（第２号）

歳入歳出予算の総額に，歳入歳出それぞれ５, ５５３千円  を追加し，歳入
歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６, ８７５, ８６８千円とするもの

原案
可決

議案
第34号

平成３０年度湧水町一般会計補正予算
（第３号）

歳入歳出予算の総額に，歳入歳出それぞれ８６, ４９１千円を追加し，歳
入歳出予算の総額を 歳入歳出それぞれ６, ９６２, ３５９千円とするもの

原案
可決

議案
第35号

平成３０年度湧水町介護保険事業特別
会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出  それぞれ７９７千円を追加し，歳入歳
出予算の総額を歳入歳出それぞれ１, ４０６, ９３４千円とするもの

原案
可決

発議
第2号

霧島山（新燃岳，硫黄山）噴火に伴う被
害対策に関する意見書（案）について

今回の霧島山噴火に伴う被害対策に関し，緊急的な対策をはじめ，中長
期的な支援，対策等に関し，農業所得減少対策，河川の汚染解消対策，硫
黄山から河川に流入する泥水対策等，風評被害対策及び自治体負担分に
対する財政支援について特段の措置を講じてもらえるよう国及び県に
強く要望するもの

原案
可決

同意
2号 副町長の選任について

副町長の任期満了に伴い  湧水町北方 宮園 昭一氏を引き続き，副町長に
選任したいため，地方自治法第１６２条の規定により議会の同意を求める
もの

同意

議案
第36号

湧水町長等の給与の特例に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

副町長及び教育長の給与の特例に関し，給与の減額期間について，町長の
減額期間満了日である平成３３年３月３１日に それぞれ統一するため，
所要の改正をしようとするもの

原案
可決

議案
第37号

公用車事故に係る和解の成立及び損害
賠償の額を定めることについて

公用車の事故に関し，和解を成立させ，損害賠償の額を定めることについ
て地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により，議会の
議決を求めるもの

原案
可決

議案
第38号

平成３０年度湧水町一般会計補正予算
（第４号）

歳入歳出予算の総額に，歳入歳出それぞれ８９７千円を追加し，歳入歳出
予算の総額を歳入歳出それぞれ６, ９６３, ２５６千円とするもの

原案
可決

陳情
第1号

教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度２分の１復元をはかるための，
２０１９年度政府予算に係る意見書採
択の要請について

地方教育行政の実情を十分に認識され，地方自治体が計画的に教育行政を
進めることができるようにするために，次の措置を講じられるよう強く要
請するもの
１．計画的な教職員定数改善を推進すること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため，義務教育費国庫負担
制度の負担割合を２分の１に復元すること。
３．離島・山間部の多い鹿児島県において教育の機会均等を保障するため，
国の学級編成基準を改めて，学校統廃合によらない複式学級の解消に向け
て適切な措置を講ずること。

採択

発議
第3号

教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度２分の１復元をはかるための，
２０１９年度政府予算に係る意見書に
ついて

「陳情第１号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を
はかるための，２０１９年度政府予算に係る意見書採択の要請」に関する
陳情と同様に３項目について要請するもので，衆議院議長，参議院議長，内
閣総理大臣，財務大臣，総務大臣，文部科学大臣宛に提出するもの

原案
可決
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町政を問う 5人が質問
◆一般質問目次◆

一 般 質 問

ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

小川  忍議員

１．硫黄山の噴火に伴う有害
物質の流下対策について

２．県道栗野停車場えびの高
原線（１０３号）の早期開
通について

P5
吉永　義和議員

１．硫黄山噴火に伴う水稲栽
培中止の対策について

P8

中村　和博議員

１．川内川からの農業用水取
水中止対策について

２．人事制度透明化の推進に
ついて

３．車を運転しない高齢者に
対する移動手段の提供に
ついて

P6
植林  伸洋議員

１．人口減少対策について
２．子どものＳＮＳ被害に
ついて

P9

成政  晃議員

１．定住促進を目的にした
職場体験について

P7
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一 般 質 問

川
内
川
で
大
量

の
魚
の
死
骸
が
報

告
さ
れ
た
時
点
で
、
国
、
県
、

伊
佐
市
、
湧
水
町
及
び
関
係
機

関
で
構
成
さ
れ
る
川
内
川
に
ご

り
防
止
対
策
連
絡
会
を
開
催
し

て
、
湧
水
町
、
え
び
の
市
、
伊

佐
市
で
共
通
し
た
情
報
結
果
に

基
づ
き
対
策
を
検
討
す
る
た

め
、
川
内
川
河
川
管
理
者
に
原

因
究
明
を
依
頼
し
た
か
伺
う
。

今
回
は
人
的
被

害
で
な
く
、
自
然

的
被
害
で
あ
っ
た
た
め
、
開
催

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

台
風
や
豪
雨
に

よ
っ
て
、
本
川
か

ら
支
流
域
の
水
田
等
に
逆
流
が

考
え
ら
れ
る
が
対
処
方
法
を
伺

う
。

本
川
の
無
提
地

区
は
大
型
土
の
う

を
設
置
し
、
水
田
へ
の
流
入
が

危
惧
さ
れ
る
箇
所
等
は
、
普
通

の
土
の
う
で
逆
流
防
止
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

錆
河
川
等
の
自

然
流
下
を
飲
用
水

と
し
て
利
用
し
て
い
る
日
添
地

区
、
十
三
塚
地
区
の
水
質
検
査

を
実
施
し
た
か
伺
う
。

錆
河
川
等
の
河

川
に
つ
い
て
は
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
水

源
地
周
辺
も
実
施
致
し
ま
す
。

今
年
、
一
年
間

川
内
川
か
ら
の
用

水
を
閉
鎖
し
て
、
水
稲
の
作
付

け
を
中
止
し
た
事
に
つ
い
て
、

関
係
農
家
等
に
十
分
な
説
明
を

行
い
、
理
解
が
得
ら
れ
た
か
伺

う
。

５
月
７
日
か
ら
、

地
域
ご
と
に
住
民

説
明
会
を
開
催
し
、
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
、
産
地
交

付
金
及
び
水
稲
共
済
金
等
の
支

払
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

硫
黄
山
の
噴
火

に
伴
い
、
県
道
１

号
線
の
一
部
も
噴
火
口
と
な
っ

て
い
る
事
か
ら
、
現
地
付
近
は

永
久
的
に
通
行
不
能
な
状
況
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
栗
野
岳
磨
涯

仏
付
近
か
ら
え
び
の
高
原
キ
ャ

ン
プ
場
付
近
に
本
路
線
を
取
付

け
て
、
九
州
自
動
車
道
栗
野
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
利
用
す
る

緊
急
時
の
避
難
路
と
し
て
、
早

急
に
全
線
開
通
さ
せ
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
伺
う
。

今
後
、
川
内
川

か
ら
の
用
水
に
代

わ
る
代
替
水
源
を
考
え
て
い
る

か
伺
う
。

た
め
池
な
ど
の

代
替
水
源
確
保
に

つ
い
て
、
調
査
費
を
計
上
し
て

調
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て

は
、
永
年
に
わ
た
っ

て
環
霧
島
会
議
や
鹿
児
島
、
宮

崎
の
両
県
議
会
議
員
に
よ
っ
て

現
地
踏
査
も
実
施
さ
れ
、
継
続

的
に
要
望
活
動
に
取
組
ん
で
お

り
ま
す
。

今
回
の
噴
火
に

伴
い
、
国
、
鹿
児

島
・
宮
崎
両
県
及
び
本
町
や
え

び
の
市
な
ど
関
係
機
関
も
同
じ

危
機
感
と
共
通
認
識
の
も
と
、

対
策
に
取
組
ん
で
い
る
現
状
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
長
年
成
し

え
な
か
っ
た
最
大
の
チ
ャ
ン
ス

と
思
う
が
ど
う
か
伺
う
。

今
回
の
噴
火
を

踏
ま
え
て
、
こ
の

路
線
は
避
難
路
と
し
て
整
備
の

必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
更
に
強
力
な
整
備

要
請
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小川　 忍 議員
硫黄山の噴火に伴う有害物質の流下対策について

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

問 問

問問問

川内川からの用水に代わる
代替水源確保に努めます。

町
長

県
道
木
場
停
車
場
え
び
の
高
原
線
（
１
０
３
号
）

の
早
期
開
通
に
つ
い
て

避
難
路
と
し
て
の
必
要
性
は
重
大
と
考
え
ま
す

県
道
１
０
３
号
線
未
供
用
区
間
と
林

道
と
の
分
岐
点
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一 般 質 問

取
水
中
止
に
よ

り
今
年
稲
作
が
で

き
な
い
水
田
の
今
後
の
利
用
方

針
を
伺
う
。

水
源
が
確
保
さ

れ
る
ま
で
は
畑
作

物
へ
の
転
作
を
お
願
い
し
ま

す
。
併
せ
て
水
源
の
調
査
を
進

め
ま
す
。

保
有
す
る
農
機

具
等
の
制
約
か
ら

畑
作
へ
の
転
作
が
困
難
な
農
家

へ
の
対
応
は
。転

作
が
で
き
る

農
家
等
と
の
農
地

の
貸
借
で
営
農
の
継
続
を
推
進

し
ま
す
。

農
地
の
貸
借
や

売
買
を
促
進
す
る

新
た
な
補
助
金
制
度
や
金
山
ネ

ギ
等
の
作
付
面
積
拡
大
の
た
め

の
大
胆
な
支
援
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

国
や
県
の
補
助

事
業
を
利
用
し
た

各
種
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
受

益
者
負
担
を
ど
う
す
べ
き
か
を

含
め
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

川
内
川
に
頼
ら

な
い
稲
作
の
た
め

に
既
存
の
た
め
池
の
拡
充
や
新

設
を
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

川
内
川
に
代
わ

る
水
源
の
調
査
が

喫
緊
の
課
題
と
考
え
て
お
り
、

た
め
池
の
拡
充
や
新
設
も
視
野

に
入
れ
た
調
査
を
早
急
に
進
め

ま
す
。

竹
中
池
湧
水
を

水
源
と
し
て
信
栄

製
作
所
跡
地
へ
の
用
水
池
新
設

等
に
よ
り
稲
作
を
継
続
す
る
と

い
う
中
津
川
土
地
改
良
区
の
皆

さ
ん
を
支
援
で
き
な
い
か
伺

う
。

跡
地
や
水
道
本

管
の
使
用
並
び
に

湧
水
量
の
デ
ー
タ
提
供
等
は
支

援
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

職
員
採
用
試
験

の
透
明
性
の
向
上

策
に
つ
い
て
伺
う
。

私
は
職
員
採
用

試
験
委
員
会
を
外

れ
作
文
試
験
の
採
点
も
第
三
者

機
関
で
行
い
ま
す
。
一
次
試
験

は
教
養
試
験
の
み
と
し
上
位
数

名
を
合
格
者
と
し
ま
す
。
二
次

試
験
は
先
ず
作
文
試
験
で
上
位

数
名
に
絞
り
次
に
面
接
試
験
を

行
い
、
評
点
の
上
位
者
か
ら
採

用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
ま

す
。
ま
た
受
験
者
に
は
合
格
判

定
基
準
に
対
す
る
当
該
受
験
者

の
得
点
を
通
知
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
要
領
は

格
段
に
改
善
さ
れ

て
い
ま
す
が
最
も
重
要
な
「
合

格
判
定
基
準
の
公
表
」
が
な
く

一
次
試
験
の
合
格
判
定
基
準
は

町
長
が
任
意
に
設
定
で
き
、
か

つ
公
表
し
な
い
と
い
う
基
本
構

造
は
従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

「
平
均
点
以
上
を
合
格
と
す
る
」

等
の
基
準
を
設
定
し
公
表
す
べ

き
で
は
。

今
、
一
歩
一
歩

改
革
を
進
め
て
お

り
基
準
の
公
表
が
出
来
る
か
考

え
て
み
ま
す
。運

転
免
許
証
返

納
推
奨
活
動
と
返

納
の
実
績
を
伺
う
。

広
報
誌
等
に
よ

り
周
知
を
図
る
と

と
も
に
返
納
者
に
ふ
る
さ
と

バ
ス
の
無
料
乗
車
券
等
を
配
布

し
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
以

降
の
返
納
者
は
百
九
十
八
名
で

す
。

高
齢
者
へ
の
移

動
手
段
等
の
提
供

に
関
す
る
考
え
は
。

車
の
な
い
高
齢

者
に
も
っ
と
外
出

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
よ
り

使
い
勝
手
の
よ
い
移
動
手
段

の
提
供
が
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

ふ
る
さ
と
バ
ス

か
ら
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
へ
の
切
り
替
え
の
準
備

状
況
は
。

今
年
一
月
の
ふ

る
さ
と
バ
ス
利
用

促
進
協
議
会
に
お
い
て
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
な
ど
へ
の
移
行
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。ま
た
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
運
行
形

態
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
町
地

域
公
共
交
通
会
議
を
設
立
す
る

予
定
で
す
。

二
年
後
の
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
制

度
の
ス
タ
ー
ト
に
備
え
計
画
的

に
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

が
町
長
の
熱
意
を
伺
う
。

し
っ
か
り
準
備

し
て
い
き
ま
す
。

中村　和博 議員
川内川からの取水中止対策について

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長 問問

問

問

問問

問問

問問

問

畑作への転換と水源の確保町
長

人
事
制
度
透
明
化
の

推
進
に
つ
い
て

高
齢
者
の
移
動
手
段
の

提
供
に
つ
い
て
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一 般 質 問

最
近
の
若
者
及

び
働
き
盛
り
の
人

が
地
元
で
仕
事
を
探
す
と
き
、

地
元
に
は
仕
事
が
無
い
と
し

て
、求
職
活
動
が
困
難
で
あ
る
。

求
職
活
動
者
か
ら
過
去
に
経
験

し
た
こ
と
の
無
い
仕
事
は
し
た

く
な
い
と
聞
く
。
さ
ら
に
、
都

会
に
出
て
い
る
地
元
出
身
の
人

達
が
仕
事
を
探
す
と
き
に
、
一

度
体
験
を
し
た
い
と
考
え
る

が
、現
在
そ
の
仕
組
み
が
無
い
。

そ
こ
で
、
地
元
企
業
、
商
工
会
、

行
政
が
一
丸
と
な
り
、
職
場
体

験
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
、
定
住
促
進
に
繋
が
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
伺
う
。

企
業
が
新
規
雇

用
に
あ
た
っ
て
、

国
の
「
ト
ラ
イ
ア
ル

雇
用
」
制
度
が
あ
り

ま
す
が
、
企
業
側
に

沿
っ
た
制
度
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
町
内

の
事
業
所
を
若
い
世

代
に
知
っ
て
も
ら
う

為
、
会
社
や
仕
事
内

容
及
び
先
輩
社
員
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
を
掲

載
し
た
「
湧
水
町
企

業
・
事
業
所
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
作
成
中

で
す
。
仕
事
内
容
を

具
体
的
に
説
明
し
、

勤
務
概
要
、
会
社
特

色
や
魅
力
に
つ
い
て

も
、
高
校
生
に
も
分

か
り
や
す
く
表
記
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

心
掛
け
て
お
り
、
町

内
に
残
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
今
後
、
姶

良
、
伊
佐
地
域
の
高
校
に
配
布

予
定
で
す
。
求
職
者
の
立
場
か

ら
の
取
組
と
し
て
、
企
業
見
学

会
や
職
場
体
験
等
の
シ
ス
テ
ム

に
つ
き
ま
し
て
、
今
後
、
関
係

機
関
と
協
議
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

あ
る
程
度
長
く

仕
事
を
や
っ
て
い

た
人
、
都
会
に
出
て
い
て
地
元

に
帰
り
た
い
人
に
対
し
て
、
定

住
促
進
に
繋
が
る
職
場
体
験

を
行
う
た
め
の
仕
組
み
に
つ
い

て
、
左
表
の
と
お
り
提
案
し
ま

す
。

細
部
に
渡
っ
て
提

案
頂
き
ま
し
た
の

で
、
行
政
の
方
で
も
実
施
計
画

を
立
て
る
の
に
参
考
に
さ
せ
て

頂
き
、
内
容
を
精
査
し
た
中
で

一
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
活
用

出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

町
長

町
長

問

問

成政　 晃 議員
定住促進に繋がる職場体験について

企業見学会や職場体験等関係機関
と協議して参りたい

町
長

HP 

閲覧 

体験 

転入 

定住促進に繋がる職場体験仕組み（案） 

求職者 総務課 企画課 商工観光課 商工会 地元企業 備  考 

       

企業情報の登録 

 

 

HP へ記載判定 

 

 

 

HP へ記載する内容の

確認と検証、承認 

 

 

ホームページ記載 

求職者閲覧 

 

 

 

求職者問い合わせ 

業者と日程調整 

 

 

求職者職場体験希望 

商工会、業者判断 

 

 

業者採用決定 

求職者転入決定 

住宅等の条件決定 

 

単身、家族での生活開

始→自治会活動開始 

 

 

HP アップ 

登録情報 

確認 

問合せ 職場体験日程調整 

職場体験 

住宅斡旋、空家バンク 雇用契約 

湧水町住民としての生活開始 

企業情報バンク 

（条件等を登録）

企業の詳細情報を協議して 

ホームページに記載する 

内容を決定する。 
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中
央
省
庁
に
支

援
要
望
し
た
内
容

を
伺
う
。

農
林
水
産
畜
産

業
へ
の
被
害
に
対

す
る
支
援
、
河
川
汚
濁
等
に
関

す
る
対
策
へ
の
支
援
、
硫
黄
山

か
ら
の
泥
水
の
河
川
流
入
に
関

す
る
対
策
へ
の
支
援
、
観
光
支

援
・
風
評
被
害
に
関
す
る
支
援

を
国
土
交
通
省
、農
林
水
産
省
、

環
境
省
へ
行
き
要
望
し
ま
し

た
。
前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ

き
、
早
速
5
月
14
日
に
は
、
磯

崎
農
林
水
産
副
大
臣
に
よ
る
視

察
、
5
月
23
日
に
は
、
農
林
水

産
省
に
お
い
て
支
援
対
策
が
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在

個
々
の
事
務
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

直
接
農
家
の
意

見
を
受
け
て
諸
問

題
を
解
決
し
て
い
く
う
え
で
、

課
題
が
多
く
あ
る
と
思
う
が
解

決
に
向
け
た
決
意
を
伺
う
。

国
・
県
の
支
援

策
の
確
定
を
急
い

で
頂
き
な
が
ら
、
そ
し
て
近
隣

の
え
び
の
市
・
伊
佐
市
が
農
家

の
方
へ
の
支
援
策
を
打
ち
出
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
事

と
整
合
性
を
持
た
せ
な
が
ら
農

家
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
十
分
に

参
考
に
し
て
寄
り
添
う
形
で
今

後
の
営
農
意
欲
を
失
わ
な
い
よ

う
な
対
策
、
支
援
策
を
や
っ
て

い
き
た
い
。

町
と
し
て
の
独

自
支
援
は
、
考
え

て
い
な
い
の
か
伺
う
。

水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
の

産
地
交
付
金
等
が
若
干
不
透
明

な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
確
定
し
た

段
階
で
独
自
の
支
援
を
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
児
島
大
学
で

は
、
農
業
や
水
産

の
専
門
家
で
つ
く
る
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
た
と
あ

り
ま
し
た
が
、
水
稲
な
ど
へ
の

影
響
を
把
握
す
る
に
は
、
研
究

者
の
調
査
や
提
言
が
必
要
で
あ

る
が
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
た

か
問
う
。

町
内
の
農
地
の

土
を
採
取
し
川
内

川
の
水
を
使
っ
て
水
稲
の
試
験

栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

新
た
な
水
源
と

し
て
竹
下
川
を
活

用
し
た
農
業
利
水
用
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
伺
う
。

現
時
点
に
お
い

て
、
硫
黄
山
噴
火

の
終
息
の
目
処
が
た
た
な
い
事

や
湧
水
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
手
段

と
し
て
、
川
内
川
か
ら
の
利
水

の
代
替
水
源
の
確
保
に
向
け
た

基
礎
調
査
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
、
竹
下
川
等
を
活
用

し
た
農
業
利
水
用
施
設
等
も
含

め
た
調
査
を
早
急
に
進
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

代
替
水
源
等
基

礎
調
査
後
、
施
設

整
備
の
補
助
事
業
に
繋
げ
る
た

め
の
計
画
調
査
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。現

在
の
と
こ
ろ

硫
黄
山
等
に
関
し

て
特
化
し
た
事
業
は
示
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
既
存
の
補
助

事
業
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
農

業
水
利
等
長
寿
命
化
防
災
減
災

事
業
・
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
等
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後

は
基
礎
調
査
と
並
行
し
て
ハ
ー

ド
事
業
に
ど
う
い
う
も
の
が
あ

る
か
調
査
し
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問

吉永　義和 議員
硫黄山噴火に伴う水稲栽培中止の対策について

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

問 問

問

問

代替水源として竹下川等を活用
した農業利水用施設等も含めた
調査を早急に進めたい

町
長

農
業
利
水
用
施
設
等
代
替
水
源
と
し

て
提
案
す
る
竹
下
川
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昨
年
の
改
選
以

降
、
人
口
減
少
対

策
や
定
住
促
進
な
ど
多
く
の

質
問
が
な
さ
れ
た
。
町
長
も
、

喫
緊
の
課
題
と
思
っ
て
お
れ

ら
る
が
、
そ
の
後
ど
の
様
な

対
策
を
取
り
、
成
果
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。 

本
年
４
月
か
ら

空
き
家
・
空
地
バ

ン
ク
を
創
設
し
た
。
約
30
件
の

問
い
合
わ
せ
の
内
、
２
件
を
登

録
し
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
住
に
関
す
る
情
報
発

信
等
も
行
っ
て
い
る
。
加
え
て

企
業
誘
致
を
推
進
し
雇
用
の
場

を
つ
く
り
定
住
促
進
に
繋
げ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 
 

交
流
人
口
の
増

加
・
地
域
活
性
化

等
に
繋
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
検
討
し
て
い
る
。
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
結
成
さ

れ
活
動
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

 
 活

性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と

い
う
こ
と
で
協
議
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

 
 

湧
水
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
の
重
点
目
標
の
中
に
、

人
口
流
出
を
半
減
さ
せ
る
。
と

あ
る
が
区
切
り
で
あ
る
平
成
31

年
度
の
目
標
人
口
は
、
達
成
で

き
る
の
か
伺
う
。

 
 

平
成
31
年
度
時

点
の
人
口
目
標
は
、

厳
し
い
と
思
う
。
し
か
し
な
が

ら
目
標
で
あ
る
の
で
、
町
独
自

の
施
策
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

昨
年
、
県
内
の

自
治
体
と
企
業
が

結
ん
だ
立
地
協
定
が
、
53
件
あ

る
。
Ｐ
Ｒ
不
足
・
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
不
足
で
は
な
い
の
か
。
湧

水
町
に
は
全
く
話
は
な
か
っ
た

の
か
伺
う
。

子
ど
も
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
被
害
が

県
内
・
全
国
的
に
も
非
常
に
多

く
な
っ
て
い
る
。
本
町
の
子
ど

も
た
ち
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
被
害
か
ら

守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

 
 

昨
年
の
県
内
青

少
年
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
被

害
は
、
21
人
で
ほ
と
ん
ど
が

女
子
中
・
高
校
生
で
あ
り
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
し
て
い
な

か
っ
た
。
今
後
と
も
区
長
会
や

関
係
会
議
・
広
報
誌
等
を
通
し

て
環
境
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う

啓
発
活
動
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

 
 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
子

ど
も
た
ち
の
利

用
も
増
え
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

被
害
か
ら
守
る
た
め
に
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
の
設
定
と
ル
ー
ル
作

り
は
大
人
の
責
任
、
最
低
限
の

責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
保
護
者
へ
の
啓
発
、
学
校

教
育
・
社
会
教
育
の
両
面
か
ら

研
修
啓
発
に
努
め
て
お
り
安
全

安
心
な
利
用
に
向
け
て
広
報
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

 
 

児
童
生
徒
が
使

っ
て
い
る
ス
マ
ホ

に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
、
ど
れ

く
ら
い
設
定
し
て
あ
る
の
か
伺

う
。

 
 

小
学
生
で
64
・

６
％
、
中
学
生
で

53
・
２
％
で
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
は
保
護
者
の
同
意
で
解
除
で

き
る
の
が
問
題
だ
と
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

昨
年
、
県
が
ス

マ
ホ
等
の
適
切
な

使
用
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る

人
を
育
て
る
た
め
、
安
心
ネ
ッ

ト
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を

開
い
た
。
家
庭
で
は
ル
ー
ル
作

り
、
学
校
で
は
情
報
モ
ラ
ル
教

育
の
充
実
、
地
域
で
は
サ
ポ
ー

タ
ー
育
成
を
す
る
こ
と
で
、
家

庭
学
校
地
域
の
連
携
が
で
き
る

と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

 
 

ご
指
摘
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
は

十
分
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

 
 

大
事
な
こ
と

と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
養
成
講
座
を
行
う
と
か

対
策
は
持
っ
て
い
な
い
が
学
校

応
援
団
の
方
々
等
、
広
く
お
願

い
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

一 般 質 問

植林　伸洋 議員
人口減少対策と成果は！

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長

問

問問

問

問

問問

総合戦略の重点目標達成のた
め取り組む

町
長

Ｓ
Ｎ
Ｓ
被
害
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
れ

利
用
環
境
の
整
備
は
大
人
の
最
低
限
の
責
務

53
件
の
立

地
協
定
の
中

に
、
今
の
と
こ
ろ
含
ま
れ
て
い

な
い
が
、
現
在　

進
め
て
い
る

案
件
は
ご
ざ
い
ま
す
。

企
画
課
長
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　4月19日の硫黄山噴火に伴い，本町議会では，4月30日の硫黄山関係
現地調査の実施や，議員全員協議会での意見交換等，様々な状況や現状
を踏まえたうえで，関係機関・団体等との協議や意見交換会等に出席
し，6月1日からは災害対策調査特別委員会へ切り替えて協議・検討し
て参りました。
　これまでの取組状況や主な経過について報告いたします。

〈硫黄山噴火に伴う町議会の主な経過〉
月　　日 内　　　　　容
4月19日霧島連山えびの高原硫黄山噴火
4月30日硫黄山噴火に伴う対策等のため現地調査
5月1日小里泰弘衆議院議員の硫黄山噴火対策現地視察同行

5月2日議員全員協議会開催　内容：執行部による硫黄山噴火に関する現状報告
5月3日硫黄山噴火に伴う対策等のため現地調査
5月5日硫黄山噴火に伴う県知事との意見交換会出席
5月7日住民説明会（吉松地区）参加
5月8日住民説明会（栗野地区）参加

5月10日～11日硫黄山噴火に伴う国等への支援に関する緊急要望活動
5月14日礒崎陽輔農林水産副大臣の現地視察同行

5月18日

議員全員協議会開催
　内容：執行部による硫黄山噴火に関する現状報告
第 2回議会臨時会開会
　内容：硫黄山関連災害対策に関する一般会計補正予算（専決第 1号）を可決
水稲作付中止に伴う農家説明会（栗野地区）参加

5月19日水稲作付中止に伴う農家説明会（吉松地区）参加
5月24日県知事との硫黄山噴火に伴う川内川水質問題に係る現地意見交換会出席
5月29日自民党県議団　硫黄山噴火関係本町視察同行

6月1日
第 1回災害対策調査特別委員会開催
　内容：執行部による硫黄山噴火に関する現状報告
　　　　霧島山噴火に伴う被害対策に関する意見書提出について　他

6月6日湧水町及びえびの市，伊佐市議会による，国等への霧島山（新燃岳，硫黄山）噴火に伴う被害対策に関する意見書提出についての協議実施
6月7日県議会定例会における硫黄山噴火に関する代表質問傍聴

6月8日
第 2回災害対策調査特別委員会開催
　内容：霧島山噴火に伴う被害対策に関する意見書案について
　　　　意見書の提出先について　他

6月11日

第 2回議会定例会開会
　内容：霧島山（新燃岳，硫黄山）噴火に伴う被害対策に関する意見書についてを上程し，

国及び県へ提出することを原案のとおり可決
第 3回災害対策調査特別委員会開催
　内容：意見書提出について　他
県知事へ直接意見書提出・国等へ意見書郵送

6月19日第 2回議会定例会一般質問　硫黄山の噴火対策について町長に 3名が一般質問を実施
6月23日県知事との硫黄山噴火に伴う川内川への影響に係る意見交換会出席

6月28日

第 2回定例会最終本会議
　内容：硫黄山関連災害対策関連を含む一般会計補正予算（第 3号）を可決
　　　　災害対策調査特別委員会の経過報告
第 4回災害対策調査特別委員会開催
　内容：川内川無堤地区における築堤の早期実施にむけた要望について　他

7月2日～3日湧水町及びえびの市，伊佐市議会による硫黄山噴火に伴う意見書提出等陳情活動

硫黄山噴火に伴う議会の動き
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硫黄山噴火に伴う議会の動き
　

新
燃
岳
が
昨
年
10
月
に
６

年
ぶ
り
に
噴
火
し
て
以
降
、

今
年
５
月
14
日
に
は
最
大
規

模
の
噴
煙
を
観
測
す
る
大
規

模
な
噴
火
が
発
生
し
、ま
た
、

硫
黄
山
に
つ
い
て
も
今
年
４

月
19
日
に
２
５
０
年
ぶ
り
に

噴
火
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の

活
動
に
つ
い
て
は
、
未
だ
そ

の
終
息
は
見
え
な
い
状
況
が

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
４
月

25
日
に
川
内
川
の
白
濁
に
伴

う
現
地
調
査
と
し
て
議
長
と

町
長
が
長
江
川
上
流
の
視
察

を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
、

町
当
局
が
硫
黄
山
噴
火
に
伴

う
対
策
会
議
を
行
い
、
そ
の

後
硫
黄
山
災
害
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
間
、

町
当
局
か
ら
現
状
報
告
に
つ

い
て
の
説
明
を
議
員
全
員
協

議
会
で
受
け
、
現
地
視
察
、

県
知
事
と
の
意
見
交
換
会
、

住
民
説
明
会
へ
の
参
加
等
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

件
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員

会
で
協
議
・
検
討
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
６
月
１
日

か
ら
災
害
対
策
調
査
特
別
委

員
会
に
切
り
替
え
て
委
員
会

を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

当
特
別
委
員
会
で
は
、
町

当
局
か
ら
え
び
の
高
原
硫
黄

山
噴
火
に
よ
る
状
況
報
告
の

説
明
を
受
け
た
後
、
霧
島
山

（
新
燃
岳
、
硫
黄
山
）
噴
火

に
伴
う
被
害
対
策
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て
、
委
員
会

を
３
回
開
催
し
、
６
月
11
日

の
本
会
議
に
上
程
し
、
国
及

び
県
へ
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

可
決
後
、
同
日
に
意
見
書

を
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議

長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣

官
房
長
官
、
財
務
大
臣
、
総

務
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、環
境
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
へ
は
郵
送
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
同
日
、
議
長
、
災

害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
正

副
委
員
長
の
３
名
で
県
知
事

へ
直
接
、
意
見
書
を
提
出
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
霧
島
山
の
噴
火
に

伴
う
被
害
対
策
等
の
調
査
・

研
究
を
実
施
し
、
ま
た
、
霧

島
山
噴
火
の
終
息
を
願
い
、

さ
ら
に
川
内
川
か
ら
取
水
し

な
い
方
法
で
早
急
に
こ
の
問

題
の
解
決
策
が
見
い
だ
さ

れ
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
活
性
化
を
願
い
ま

し
て
、
議
会
災
害
対
策
調
査

特
別
委
員
会
の
経
過
報
告
を

終
わ
り
ま
す
。

　

7
月
2
日
～
3
日
に
か
け

て
、湧
水
町
及
び
え
び
の
市
、

伊
佐
市
議
会
が
合
同
で
硫
黄

山
噴
火
に
伴
う
意
見
書
等
提

出
の
た
め
上
京
し
、
陳
情
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
本
町
議

会
か
ら
は
、
正
副
議
長
、
災

害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
正

副
委
員
長
の
４
名
が
参
加

し
、
鹿
児
島
・
宮
崎
選
出
の

国
会
議
員
及
び
関
係
省
庁
に

対
し
、左
記
の
と
お
り
説
明
・

提
出
し
ま
し
た
。

１
．
意
見
書
の
主
な
内
容

①
農
業
所
得
減
少
対
策
へ
の

支
援

②
河
川
の
汚
染
解
消
対
策
へ

の
支
援

③
硫
黄
山
か
ら
河
川
に
流
入

す
る
泥
水
対
策
等
へ
の
支

援
④
風
評
被
害
対
策
へ
の
支
援

⑤
自
治
体
負
担
分
に
対
す
る

財
政
支
援

２
．
本
町
独
自
の
要
望
書

・
川
内
川
無
堤
地
区
に
お
け

る
築
堤
の
早
期
実
施

　

訪
問
し
た
国
会
議
員
、
関

係
省
庁
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
尾
辻
秀
久　

参
議
院
議
員

・
宇
都
隆
史　

参
議
院
議
員

・
園
田
修
光　

参
議
院
議
員

・
野
村
哲
郎　

参
議
院
議
員

・
松
下
新
平　

参
議
院
議
員

・
長
峰　

誠　

参
議
院
議
員

・
小
里
泰
弘　

衆
議
院
議
員

・
内
閣
府　

政
策
統
括
官
付　

参
事
官

・
国
土
交
通
省　

水
管
理
・

国
土
保
全
局
長

・
総
務
省　

自
治
財
政
局
官

房
審
議
官

・
農
林
水
産
省　

危
機
管

理
・
政
策
立
案
統
括
審
議

官
・
環
境
省　

水
・
大
気
環
境

局　

水
環
境
課
長

議
会
災
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会

の
経
過
報
告

意
見
書
提
出
等
陳
情
活
動
報
告

（
農
林
水
産
省
で
の
陳
情
活
動
状
況
）
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厳
し
い
暑
さ
が

続
い
て
お
り
ま
す

が
、
皆
様
に
は
お

変
り
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
。
定
例
会
に

多
く
の
皆
様
が
傍
聴
に
来
て
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
硫
黄
山
の
噴
火
に
伴
い
有
害
物

質
が
川
内
川
へ
流
れ
出
し
て
、
本

町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
利
水

し
て
の
稲
作
を
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
り
、
農
家
の
皆
様

及
び
関
係
者
様
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
議
会
で
も
農
家
の

皆
様
に
ご
支
援
出
来
る
事
を
模
索

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
編
集
委
員
会
は
、
皆
様
に
親
し

ま
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
に
よ
り
、

執
行
部
の
説
明
や
議
員
の
質
疑
、

主
張
を
よ
り
正
確
に
、
皆
様
に
伝

え
る
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
町
政
へ
の
ご
意
見
や
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　（
成
政
　
晃
）

　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委  

員  

長 　

植
林　

伸
洋

副
委
員
長 　

中
村　

和
博

委　
　

員 　

成
政　
　

晃

同　

 　

宗　
　

照
夫

同　

 　

小
川　
　

忍

同　

 　

山
元　
　

明

同　

 　

仮
屋　

良
二

編後
集記

議
会

だ
よ

り
 ゆ

う
す

い
  No.55
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編
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会
広

報
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特
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委
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〒
899－

6192
鹿

児
島

県
姶
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郡

湧
水

町
中

津
川

603（
吉

松
庁

舎
内

）
TEL 0995-75-2111  FAX0995-75-2456

中津川地区は吉松地域川東の中
央部にあり、北側に鶴丸地区、
南側に川添地区と接し国道 268
号線が縦断しています。地区の
中央部には役場吉松支所、体育
館、小学校、郵便局、銀行、病
院等が、山手には野外ステージ
を備えた桜の名所池平公園や鹿
児島刑務所があります。文化財
は、支所近くの国道横に湧水町
唯一の青面金剛の庚申塔が、ま
た麓には江戸時代吉松郷を統治
した地頭仮屋の屋敷跡等が、鎮
守の清滝神社境内には戊辰役から太平洋戦争に至る多くの戦役に従
軍した郷土出身者の銘が刻まれた石碑等が残されています。中津川
地区は昔から川内川の水で美味しい米を作ってきましたが、今回の
硫黄山噴火に伴う取水中止により多くの農家は今年の稲作を断念し
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村　和博）

中津川地区

議  会  の  動  き

地域だより

月 日 曜日 議会の動き

４　

月

4 水 ・広報編集委員会

6 金 ・各小学校入学式　　　　・環霧島会議監査
・各中学校入学式

9 月 ・吉松幼稚園入園式
11 水 ・広報編集委員会
18 水 ・議員全員協議会　　　　・広報編集委員会
25 水 ・広報編集委員会
26 木 ・県政説明会
30 月 ・硫黄山関係現地調査

５　
　
　
　

月

1 火 ・硫黄山関係現地調査
2 水 ・広報編集委員会　　　　・議員全員協議会（硫黄山）
3 木 ・硫黄山関係現地調査
5 土 ・硫黄山関係意見交換会
7 月 ・硫黄山関係対応に伴う住民説明会

8 火 ・県際広域バス対策協議会総会
・硫黄山関係対応に伴う住民説明会

9 水 ・全員協議会　　　　　　・県議長会臨時総会　
・議員研修会

10 木 ・硫黄山関係陳情　（11 日まで）

13 日 ・えびの駐屯地創立 37 周年記念行事
・関西湧水会　

15 火 ・議案説明
16 水 ・議会運営委員会　　　　・環霧島会議

17 木 ・自衛隊協力会理事会　　・にごり防止対策連絡会総会
・土地開発公社監査

18 金
・環境管理組合臨時会
・伊佐北姶良火葬場管理組合臨時会   ・議員全員協議会　
・大口卸売市場管理組合臨時会　　   ・第 2 回議会臨時会

20 日 ・川内川総合水防演習　・吉松小学校運動会

21 月 ・川内川上流河川改修期成同盟会総会
・川内川河川改修期成会理事会

22 火 ・九水連定期総会　　　　・国際交流協会総会

月 日 曜日 議会の動き

５　
　
　
　

月

23 水 ・九水連定期総会　　　　・商工会総会

24 木 ・県知事来町に伴う対応　・土地開発公社理事会
・ＪＲ吉都線利用促進協議会総会

25 金 ・明治１５０年記念式典
27 日 ・関東湧水会
28 月 ・正副議長全国研修会（29 日まで）　
29 火 ・自民党県議団現地視察

30 水 ・町農業農村推進協議会　・町農業再生協議会
・青少年育成町民会議総会

31 木 ・議会運営委員会　　　　・国体実行委員会第２回総会

６　
　
　
　

月

1 金 ・議員全員協議会　　　　・災害対策調査特別委員会
・九州経済フォーラム

6 水
・議案説明
・２市１町硫黄山対策意見書等協議

（えびの市・伊佐市・湧水町）　
7 木 ・議会運営委員会

8 金 ・議員全員協議会　　　　・災害対策調査特別委員会
・議会運営委員会

11 月 ・第 2 回議会定例会（上程，採決）
12 火 ・各常任委員会
14 木 ・自衛隊協力会総代会
17 日 ・中部湧水会

19 火 ・本会議（一般質問）　　  ・経済常任委員会
・広報委員会

23 土 ・硫黄山噴火に伴う川内川への影響に係る意見交換会
25 月 ・議案説明
26 火 ・議会運営委員会
27 水 ・議員全員協議会
28 木 ・最終本会議　　　　　　・広報編集委員会

29 金 ・高原フェスタ第１回実行委員会
・人権同和教育推進協議会

（中津川地区（川向う）全景

（清滝神社石碑群）


